










目的 

小児科領域においては,いわゆるグレーゾーンを含めた,重度重複心身障害としての障害が

固定する以前に,すでに長期に渡り一般病院において心身障害の治療を受けている乳幼児

が多数存在していることが知られている。また,これらの乳幼児の障害は非常に複雑かつ最

重度であるとも言われている。ところで,このような乳幼児は,その治療環境が一般病院で

あることや,第 1 線の医療スタッフが重度重複心身障害児の療育について不慣れであるこ

となどから,その療育や社会福祉状況は決して満足したものではないことが推測される。一

方,重度重複心身障害児の専門療育機関である重症心身障害児施設(以下重症児施設と略

す)は,現時点ではその医療水準が低い場合が多く,このような最重度の心身障害を持つ乳

幼児の入院治療を引き受けることが困難な状況にある。そのために,このような重度重複心

身障害の診断(判定)を受ける以前に,すでに長期に渡り一般病院で入院治療を受けている

心身障害乳幼児の療育,社会福祉状況は極めて不充分であり,また,第 1 線の医療機関と重

症児施設の連携も極めて乏しいのではないかと思われる。 

この研究は,札幌市及び近郊都市内の主要病院で,心身障害のためにすでに 1月以上に渡り

入院治療を受け続けている乳幼児及び小児の実態調査を行うことにより,このような乳幼

児及び小児の医療,療育,社会福祉状況について明らかにすることを目的とした。 


